
観測だより 58 号，2008  49

はじめに
　温泉地学研究所では、箱根火山お

よび神奈川県西部地域に地震・地殻

変動観測網を展開し「神奈川県西部

地震」や箱根火山に関連した研究を

進めています。ここでは 2007（平

成 19）年の地震活動について報告

します。地殻変動観測についての結

果は本報告の原田ほか（2008）を

ご覧ください。

神奈川県内とその周辺の地震活動概
要
　2007（平成 19）年 1 月から 12

月の 1 年間に、当所で震源決定し

た地震の震源分布を図１に、また地

域別の発生数を表１に示します。こ

の 1 年間に震源が決定できた地震

は 1066 個でした。前年の 2006（平

成 18）年の数字に比べるとほぼ半

分近い数ですが、これは前年に比べ

て箱根火山および伊豆半島東方沖で

の群発地震が少なかったことが理由

と考えられます。表 2 に 1989 年

以降の地域別地震数を示します。前

年は、2001（平成 13）年に発生し

た観測史上最大の群発地震に次ぐ、

1000 回以上の地震が箱根で発生し

ました（棚田ほか、2007）。一方

で 2007 年に箱根で発生した地震は

486 個と半分以下です。また伊豆

半島東方沖の地震も前年の 433 個

にたいして、2007 年には 68 個と

激減しています。箱根火山の地震活

動と伊豆半島東方沖での地震活動の

相関性は以前から指摘されています

が、非常に興味深い現象といえます。

　表３は 2007（平成 19）年に神

奈川県内で有感となった地震のリス

トです。震央地名は気象庁の発表を

使用し、当所の地域区分に入るもの

は該当する区分名を括弧内に書いて

あります。また、マグニチュードと

深さは気象庁の発表値です。市町村

域内に複数の計測震度計がある場合

には、最大震度を代表値としました。

ただし、県北地域の相模原市は除き

ます。表中の地震はほとんど関東周

辺で起こった地震ですが、3 月 9 日

に日本海北部、7 月 16 日京都府沖、

9 月 28 日マリアナ諸島など、深発

地震によって県内が有感となった例

も含まれています。

　神奈川県内で発生した有感地震の

うち最大のものは、10 月 1 日に箱

根湯本付近で発生した M4.8（気象

庁発表）の地震でした。
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表１　県内で発生した地震の区域別リスト。
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表２　年別地震数（1989 年～ 2007 年）

図１　神奈川県およびその周辺の震源分布図（2007 年 1 月から 12 月まで）。
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箱根火山の地震活動
　箱根火山では、2007（平成 19）

年 1 月から 12 月までの期間に 486

回の地震について震源を決定するこ

とができました。このうち、当所定

義（注１）に基づき群発地震と判断

した活動は表 4 のとおりです。

　図２にこれらの群発地震の震源分

布を示します。前年の群発地震活動

の震源域は、大涌谷と駒ケ岳を結ぶ

直線上に分布する傾向がありました

（棚田ほか、2007）が、上記の群発

地震の震源域は、これまでよりも芦

ノ湖側に分布しており東西に広がっ

ているのが特徴です。

　2 月 28 日の震源域では 2001（平

成 13）年の群発地震の際にも活動

が見られましたが、16 ～ 18 日の

震源域はこれまでほとんど活動が見

られなかった領域です。

10 月 1 日に発生したM4.9 の地震
について
　10 月 1 日 午 前 2 時 21 分 ご ろ、

箱根湯本付近の深さ 14km におい

て M4.9（気象庁）の地震が発生し

ました。最大震度は、箱根湯本で震

度 5 強でした。また、10 月 2 日午

前 8 時 39 分ごろにも M2.4（気象庁）

の余震が発生し、箱根湯本で震度 1

を記録しました。10 月 1 日の地震

は、温地研の解析では当初マグニチ

ュード 4.8 と推定されましたが、地

震波走時の観測点補正を行い比較的

近傍の観測点のデータのみを使用し

て、本震及び余震の震源の再計算を

行った結果、本震の震源が 13.1km

となりマグニチュードは 4.6 となり

ました。また余震の震源分布は水平

に近い分布となりました。

　周囲の震源分布（図３）と比較し

て見ると、この地震の本震および余

震分布は、グレーの○で示されたフ

ィリピン海プレートに関連すると考

えられる地震の震源分布と調和的で

あることがわかります。また通常

箱根火山の地震は、深さ 1km から

5km 程度の範囲で発生します。こ

のことから、この地震は箱根の火山

性の地震ではなく沈み込むフィリピ

ン海プレートの運動に伴う活動であ

表３　2007（平成 19）年に神奈川県内で有感となった地震

表 4　箱根火山の群発地震　　

　発生期間　　　　　　　　　　　　　　地震数　　　　最大地震

①　　2 月 16 日 8 時 15 分～ 2 月 18 日 5 時 16 分　　　182 個　　　　17 日 12 時 16 分ごろ M2.0

②　　2 月 28 日 2 時 45 分～ 2 月 28 日 7 時 52 分　　  　55 個　　 　　28 日 3 時 21 分ごろ M0.3

　（注 1）地震回数が１時間に 10 回以上あるもので、その活動期間は前後 3 時間以上地震なしで区切る。
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ることが推定されます。この地震か

ら北へ数キロのところで 7 月 24 日

にマグニチュード 4.4 の地震が発生

していますが、こちらもやはり沈み

込むプレートの運動に伴う地震であ

ったと考えられます。

　10 月 1 日は気象庁による緊急地

震速報の一般提供開始予定日でした

が、提供開始時間が午前 9 時であ

ったため、残念ながらこの地震につ

いては適用されませんでした。しか

し、機器制御などの高度な利用者向

けには試験的に配信されており、そ

の内容が気象庁ホームページにて公

開されています。ここではその内容

について簡単に触れておきます。

　緊急地震速報は気象庁が開発した

システムで、震源から近い観測点

での初動（P 波）部分を解析して地

震の規模、位置などを推定し、周

辺の震度などを主要動（S 波）が到

達する前に予測します。詳細につ

いては気象庁ホームページ（http://

www.seisvol.kishou.go.jp/eq/EEW/

kaisetsu/Whats_EEW.html#top）を

ご覧ください。

　この地震では、第一報（もっとも

震源に近い観測点 1 点で、予測最

大震度などが基準値を超えた場合に

発信）が発信されたのが地震発生か

ら 3.9 秒後でした。震度 5 強を観測

した小田原市などでは、このときす

でに主要動が到達しており緊急地震

速報によって主要動到達前に猶予時

間を得ることはできませんでした。

これは震源が比較的浅く、小田原付

近では初動と主要動がほとんど同時

に到達したためで、地震が発生して

から震度などを予測して速報する現

在の手法上やむをえないことです。

　図４の左図は緊急地震速報第一報

から、主要動（S 波）到達までの猶

予時間を地図上で示したものです。

右の図は震央距離順に地震波形を並

べたもので、細い点線（緊急地震速

報第一報）と太い一転鎖線（主要動

の到達時間）の間のグレーの部分

が、それぞれの観測点での猶予時間

に相当します。山北町付近（震源距

離約 20km）では、速報受信と主要

動到達がほぼ同時であったと推定さ

れます。また震度４を記録した東伊

図３

　10 月 1 日 の 地 震（M4.9） の

震 源 分 布。 東 経 139.06 度 か ら

139.2 度の間地震のみを抜き出し

てある。白抜きの丸が本震及び余

震。点線は震源分布から推定され

るフィリピン海プレートのイメー

ジ。

図２

　箱根火山での群発

地 震 活 動。2 月 16

日 ～ 18 日 お よ び

28 日の活動域。
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豆町（震源距離約 45km）では、速

報受信から主要動到達まで約７秒程

度の猶予があったと推定できます。

震源から遠くなるほど猶予時間が延

びますが、地震波が進む速度は全て

の方向で一定というわけではありま

せん。緊急地震速報専用の端末など

を入手すると、主要動到達までの猶

予時間が表示される場合もあります

が、実際には±数秒程度は誤差があ

ることを認識しておく必要がありま

す。

まとめ
　2007（平成 19）年 1 月から 12

月までの地震活動は次のとおりでし

た。県内および周辺地域で震源決定

できた地震数は、合計 1066 回、そ

のうち気象庁によって震度が発表さ

れた有感地震数は 14 回でした。

　期間中の最大地震は、10 月 1 日

2 時 21 分ごろ神奈川県西部の深さ

14km で発生した M4.9（気象庁）

の地震でした。この地震により、小

田原や湯本など局所的に震度 5 強

が観測されましたが、湯本などで屋

根瓦などに若干の被害と、転倒によ

る軽症が 1 名出たほかは、大きな

被害はありませんでした（神奈川県、

2007）。

　箱根火山では計２回の群発地震活

動が芦ノ湖付近で発生しました。傾

斜計や光波測量などによる地殻変動

観測では、これらの活動に伴う異常

な変化は観測されていません。
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図４　10 月 1 日の地震の際の猶予時間の推定。
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